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アール・デコ様式の主要な一源泉と解釈され、近代建築史上最も重要な博覧会のひとつである
「アール・デコ博 (1925 年パリ現代装飾美術・工芸美術国際博覧会）」。これまではル・コルビュ
ジエのエスプリ・ヌーヴォー館など一部の規範的な近代建築のみが注目され、アール・デコ様
式によるフランスの展示館に関する学術研究は極めて乏しい状況にあった。本書は、主会場の
エスプラナード・デ・ザンヴァリッドに集約されたフランスの各展示館について、会場計画か
ら建築造形までの統括的な考察を通じてアール・デコ様式の新たな解釈を試みたものである。
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〈本書の内容と特色〉
■ 本書は第一部においてアール・デコ博の会場計画を詳細

に検討し、展示館の設計上の諸条件を明らかにした上で、
第二部ではアール・デコ様式と認識されるようになった
フランスの各展示館の建築造形の特徴を分析している。

■ アール・デコ博の配置図（実施図面および竣工図）をは
じめとした未公開建築図を多数掲載し、敷地の選定、会
場計画、および主要な展示館を計画案、実施案、竣工図
の各段階に関して詳細に説明。

■ 日本の出展の企画から独立館の建設までを詳述するとと
もに、当時の日仏の評価に関して比較分析を行った。

■ 写真と図面を各展示館ごとにまとめて掲載。図面は可能
な限り縮尺を統一し、建築の規模を把握しやすくした。

■ 巻末に包括的な資料目録（建築資料、公式記録、法案、
フランス議会文書、パリ市公報、協定書、書簡）およびアー
ル・デコ博に関わった主な人物（建築家、装飾家、政治家）
の詳細な紹介を付した。
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